
 
（２０２６年６月 23 日発表） 

６月３０日 地域おこし協力隊員の委嘱状交付式 

【市長の出席 有】 

【趣旨・背景】 

・静岡市は、豊かな食材や食を取り巻く人や歴史文化、環境を守りながら、食の豊かさを未来につなげ

ていく本市ならではの食体験「JIMI ガストロノミーシズオカ」の推進に取り組んでいます。 

このたび、「食」を活用した地域活性化と観光消費額の増加を図るため、「静岡市ガストロノミーツーリ

ズム推進地域おこし協力隊員」を委嘱します。 

・また、本市は、清水区庵原地区を、年齢や障がいの有無にかかわらずその場にいる誰もが一緒に楽し

める「ユニバーサルスポーツの聖地」とすることで、スポーツを通じた「共生社会の実現」と、市内外か

らの来訪の促進による「地域経済の活性化」を目指しています。 

このたび、ユニバーサルスポーツを核として、地域、関係団体、企業等との連携を強化し、共創による

まちづくりを図るため、「静岡市ユニバーサルスポーツ聖地化推進連携地域おこし協力隊員」を委嘱し

ます。 
 

【委嘱式の概要】 ※委嘱する隊員の詳細や活動内容は、別紙をご覧ください。 

日時：２０２６年６月３０日（火曜日）１３時〜１３時１５分 

会場：静岡市役所静岡庁舎 新館８階 市長応接室 

次第：（１）隊員の紹介、（２）市長から委嘱状交付、（３）隊員から活動に向けた抱負の言葉、 

（４）市長から隊員への激励の言葉、（５）写真撮影 

委嘱する隊員： 

・静岡市ガストロノミーツーリズム推進地域おこし協力隊員  井上 あすか（いのうえ あすか）氏 

・静岡市ユニバーサルスポーツ聖地化推進連携地域おこし協力隊員  水島 大地（みずしま だいち）氏 
 

【地域おこし協力隊とは】 

・地域外の人材を「地域おこし協力隊」として委嘱し、地域での定住や定着を図る制度です。最大３年間

の任期中に、隊員の知識やスキルを活かした活動を通じて、地域の活性化を目指します。  

・静岡市では現在１６人の隊員が活動しており、今回新たに２人を委嘱することで、計１８人となります。 
 

【取材について】 

事前申込・事前連絡ともに不要です。開催日時に直接会場へお越しください。 
 

【担当課】 

「静岡市ガストロノミーツーリズム推進地域おこし協力隊員」 

観光文化・市民局 観光国際課 観光推進第２係 （静岡庁舎 新館１６階） 

担当者 寺澤、海野 電話 ０５４-２２１-１３１０ 

「静岡市ユニバーサルスポーツ聖地化推進連携地域おこし協力隊員」 

観光文化・市民局スポーツ振興課 ユニバーサルスポーツ推進係 （静岡庁舎 新館１６階） 

担当者 都田、島田 電話 054-221-1038 
 

【別紙資料等】 

有（「隊員のプロフィール」） 

報道資料 



◆ 隊員のプロフィール ◆

ユニバーサルスポーツ聖地化推進連携地域おこし協力隊員
（スポーツ振興課）

（氏 名） 水島 大地（ミズシマ ダイチ）
（現住所） 新潟県
（出身地） 東京都
（主な活動エリア）静岡市全域
＜主な経験業務等＞
・高速道路会社での協議調整、
災害対応、安全啓発イベントの
企画（事務系総合職）

＜趣味・特技＞
・旅行 ・登山
・野鳥観察
・バスケットボール
・スポーツ観戦

【活動期間】
令和８年７月１日〜令和９年６月30日（１年更新、最大３年間）

【活動内容】
令和８年２月に設立されたユニバーサルスポーツの普及啓発団体である「一般社団法

人ユニバーサル スポーツしずおか」と連携して、ユニバーサルスポーツの普及啓発のためのイ
ベントの企画運営などの活動を行う。
・ユニバーサルスポーツへの理解促進及び継続的な関わりを創出するための仕組みづくり
・SNS等を活用したユニバーサルスポーツに関する取組、活動状況等の発信

ガストロノミーツーリズム推進地域おこし協力隊員（観光国際課）
（氏 名）井上 あすか（イノウエ アスカ）
（現住所）神奈川県
（出身地）神奈川県
（主な活動拠点）静岡市全域

＜主な経験業務＞
・ 新規事業開発
・ 学生団体設立
・ 米国での農業従事

＜趣味・特技＞
・旅行
・ローカルフード探し
・剣道 など

【活動期間】
令和８年７月１日〜令和９年６月30日（１年更新、最大３年間）

【活動内容】
「静岡ワイルド・ガストロノミー協議会」と連携しながら、静岡の魅力を「滞在型の学びの旅(ラ

ーニング・ジャーニー︓Learning Journey)」の企画を通じて世界へ発信し、持続可能な観
光・農業・まちづくりのモデル構築及び静岡市の国際的な認知の向上を目指して、地域資源
を発掘・接続・発信する活動を行う。
・Learning Journey プログラムの構築・企画
・Learning Journey 受け入れ先の開発、協力関係構築や教育活動 など


